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2024 年度 静岡県言語聴覚士会講演会のご案内 

 皆様におかれましては、ますますご清栄のことと、お慶び申し上げます。 

この度、2024 年度静岡県言語聴覚士会講演会を下記の通り開催いたします。講演会へのお申し込みは、

Google フォームに必要事項をご記入の上、送信してください。 

本講演会は、県士会会員以外の ST および関連職種の方も対象としております。職場・関連機関の方へも

ご案内いただきたく、お願い申し上げます。 

多くの皆様のご参加をお待ちしております。 

                                           

  

記 

【日時】2024 年 6 月 9 日（日）  

9:40        講演 1 入室開始  

10:00～12:00  講演 1「幼児の吃音とリッカムプログラムについて」 

国立障害者リハビリテーションセンター病院 角田航平先生 

12:40     講演 2 入室開始 

13:00～15:00 講演 2  

「失語症のリハビリテーション 経過に伴った変化とそれぞれの時期による介入について」 

             びわこリハビリテーション専門職大学 言語聴覚療法学科長 教授 種村純先生 

             

【方法】Zoom によるオンライン講演会 

【会費】静岡県言語聴覚士会 会員  無料   

非会員 2000 円 … 入金方法については、申込時にご案内します。 

 一部門の受講でも両方受講しても料金は同じです。 

【定員】各講演とも、静岡県言語聴覚士会 会員 120 名   

                   非会員  20 名 

※先着順とし、定員になり次第、締め切りとさせて頂きます。 

【申し込み締め切り】6 月 2 日  

【申し込み】URL https://forms.gle/xTfKG8z2ywPUjPnD8 あるいは QR コードより 

 Google フォームの申し込みシートに必要事項を記入し、送信して下さい。 

【問い合わせ】 ご不明な点がある場合は下記のメールアドレスまでお問い合わせください。 

講演会 3 日前までにミーティング ID や講義資料が到着しない場合も下記までご連絡ください。 

 講演会申込専用アドレス shizuoka.st.20240609@gmail.com 

 

https://forms.gle/xTfKG8z2ywPUjPnD8


☆本研修会は、日本言語聴覚士協会の生涯学習プログラムのポイント取得対象研修として承認予定です。 

☆受講の可否・非会員の入金方法・Zoom ミーティング ID や配布資料の受け取り方法などは、別途メー

ルにてご連絡致します。 

 

 

講師紹介 

 

角田 航平先生 

認定言語聴覚士（吃音・小児構音障害）、修士（医科学） 

平成 26 年国立障害者リハビリテーションセンター学院卒業。同年、同病院リハビリテーション部入職。

ご専門は小児吃音、聴覚障害。 

研究分野は、小児吃音の臨床、基礎研究。これまで、AMED（日本医療研究開発機構）研究の「学齢期吃

音の治療法開発」を担当され、現在では幼児吃音の実行機能についての研究を実施されています。 

著書に「吃音・流暢性障害」(池田泰子、坂田善政編)の分担執筆があります。 

今回は、幼児の吃音についてリッカムプログラムを中心にご講演いただきます。 

 

 

種村 純先生 

早稲田大学教育学部教育心理学専修卒業(教育学士) 、早稲田大学大学院文学研究科心理学専攻修士課程

卒業(文学修士)、明星大学大学院人文学研究科心理学専攻博士課程修了。言語聴覚士免許・公認心理師免

許習得。リハビリテーションセンター鹿教湯病院で臨床心理士として勤務、伊豆韮山温泉病院言語室長、

川崎医療福祉大学リハビリテーション学部特任教授などを経て、2023 年 4 月より現職。 

ご専門は神経心理学・言語聴覚療法で、言語聴覚研究、高次脳機能研究、コミュニケーション障害学など

の各種文献で学術論文を掲載され、最近では介護保険を利用する失語症者の実態調査など研究されてい

ます。 

著書に「失語症臨床標準テキスト」（医歯薬出版）「やさしい高次脳機能障害用語事典」（ぱーそん書房）

などがあります。今回の講演会では「失語症の経過に伴った変化・介入について」というテーマで主に成

人の失語症について最新の知見をまじえてお話ししていただきます。 

 


